
中
村
敬
宇
の
『
同
人
社
文
学
雑
誌
』

秋

山

勇

造

１

中
村
敬
宇
（
正
直
）
は
儒
学
者
佐
藤
一
齋
門
下
の
逸
材
で
、
安
政
二
年
、
二
四
歳
の
と
き
学
問
所
教
授
方
に
な
り
、
文
久
二
年
に
は

異
例
の
抜
擢
で
三
一
歳
の
若
さ
で
儒
官
に
列
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
今
日
の
大
学
教
授
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
栄
職
で
、
定
員
二
名
の
終

身
職
で
あ
っ
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
六
年
）
に
幕
府
の
命
を
受
け
て
渡
英
し
た
が
、
滞
英
中
に
維
新
の
変
に
遭
い
、
帰
国
後
将
軍
職

を
辞
し
た
徳
川
慶
喜
の
あ
と
を
追
っ
て
静
岡
に
赴
き
、
徳
川
家
が
藩
士
の
子
弟
の
教
育
所
と
し
て
設
立
し
た
学
問
所
の
教
授
と
な
っ
た
。

こ
の
職
務
の
余
暇
に
英
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『Self-help

』
を
訳
し
て
明
治
四
年
七
月
に
出
版
し
た
の

が
『
西
國
立
志
編
』
で
あ
る
。
こ
の
訳
書
が
空
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
維
新
の
激
変
で
生
活
の
規
範
を
失
っ
た
人
た
ち
の
生
き

る
指
針
と
な
っ
た
こ
と
は
近
代
史
上
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
は
、
儒
学
者
の
最
高
位
に
上
り
つ
め
て
い
た
彼
が
短

日
月
の
う
ち
に
、
し
か
も
攘
夷
の
圧
力
の
下
で
ひ
そ
か
に
抜
群
の
英
語
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
『
自
由

之
理
』（
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
『O

n
L
iberty

』。
明
治
五
年
二
月
）、『
西
洋
品
行
論
』（
Ｓ
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『C

haracter

』。
明
治
一
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一
年
六
月

―
一
三
年
二
月
）
な
ど
の
訳
書
を
公
刊
し
た
。

維
新
後
明
治
新
政
府
は
人
材
を
集
め
る
こ
と
に
急
で
、
旧
幕
臣
の
中
に
も
西
洋
の
事
情
に
通
じ
た
人
材
を
求
め
て
い
た
。
敬
宇
も
明

治
五
年
に
政
府
の
招
き
に
応
じ
て
上
京
し
、
大
蔵
省
翻
訳
御
用
と
な
っ
た
が
、
翌
六
年
に
主
任
の
職
を
辞
し
て
同
年
二
月
に
小
石
川
区

江
戸
川
町
に
同
人
社
と
称
す
る
私
塾
を
開
い
て
子
弟
の
教
育
を
は
じ
め
た
。
こ
の
塾
は
開
校
当
初
か
ら
百
名
を
越
え
る
生
徒
が
集
ま
り
、

開
校
し
た
年
の
十
一
月
に
は
麹
町
平
川
町
に
分
社
を
設
け
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
最
盛
期
に
は
生
徒
数
は
数
百
に
及
び
、
福
沢
の
慶

応
義
塾
と
並
ぶ
私
学
の
双
璧
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
彼
は
読
本
、
文
典
、
地
理
、
歴
史
な
ど
の
学
科
の
授
業
を
高
弟
に
ま
か
せ
、
も
っ
ぱ

ら
高
等
英
語
の
訳
読
と
作
文
の
訂
正
に
当
っ
た
。
ま
た
外
国
語
の
教
授
に
は
外
国
人
が
適
任
で
あ
る
と
考
え
、
高
給
で
雇
い
、
住
宅
費

ま
で
支
給
し
た
た
め
、
生
徒
の
月
謝
一
円
で
は
常
に
不
足
だ
っ
た
が
、
著
述
か
ら
得
た
金
で
不
足
分
を
補
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
代
理
公
使
の
任
を
終
え
て
帰
国
し
た
森
有
礼
が
、
西
洋
の
学
会
や
ク
ラ
ブ
に
倣
っ
た
学
者
の
集
団
の
結

成
を
提
案
し
、
西
村
茂
樹
、
西
　
周
、
加
藤
弘
之
、
福
沢
諭
吉
、
中
村
敬
宇
ら
の
賛
同
を
得
て
、
明
治
六
年
八
月
に
約
三
〇
人
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
成
る
日
本
最
初
の
学
術
結
社
「
明
六
社
」
を
設
立
し
、
翌
七
年
に
そ
の
機
関
誌
『
明
六
雑
誌
』
を
発
行
し
た
。
こ
れ
が
日
本

に
お
け
る
学
術
雑
誌
の
嚆
矢
で
、
敬
宇
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
同
誌
に
「
西
学
一
斑
」
な
ど
の
論
文
を
発
表
し
、
詩
人
の
Ｒ
・
ブ

ラ
ウ
ニ
ン
グ
、
Ｒ
・
バ
ー
ン
ズ
、
そ
れ
に
ベ
イ
コ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
な
ど
の
哲
学
者
や
文
学
者
の
所
論
を
翻
訳
紹

介
し
て
民
衆
の
啓
蒙
に
つ
と
め
た
。

一
方
、
絶
対
主
義
的
政
権
樹
立
を
目
指
す
明
治
政
府
は
明
治
八
年
六
月
に
讒
謗
律
、
新
聞
紙
条
例
な
ど
の
法
令
を
公
布
し
て
言
論
、

出
版
の
統
制
の
強
化
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
条
例
に
ふ
れ
て
逮
捕
、
拘
禁
さ
れ
る
言
論
人
が
続
出
し
、
特
に
政
府
批
判
の
色
合
が
強

か
っ
た
『
評
論
新
聞
』
な
ど
と
い
う
新
聞
は
半
年
間
に
一
八
人
の
記
者
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
（
宮
武
外
骨
『
明
治
奇
聞
』
四
）。
明
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六
社
の
会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
政
府
筋
の
人
間
（
官
吏
）
だ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
は
い
っ
そ
う
発
言
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

遂
に
会
員
合
議
の
上
、
明
治
八
年
一
一
月
の
第
四
三
号
を
も
っ
て
『
明
六
雑
誌
』
の
発
行
停
止
が
決
定
さ
れ
た
。

２

『
明
六
雑
誌
』
が
廃
刊
さ
れ
た
翌
年
の
明
治
九
年
七
月
に
、
敬
宇
は
自
ら
が
主
宰
者
と
な
っ
て
中
島
雄
を
編
集
長
と
し
て
『
同
人
社

文
学
雑
誌
』
を
発
行
し
た
。
敬
宇
に
す
れ
ば
『
明
六
雑
誌
』
と
縁
が
切
れ
て
か
え
っ
て
さ
ば
さ
ば
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
政
府
の
役
人

の
顔
色
を
窺
い
な
が
ら
物
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
印
刷
売
捌
所
は
両
国
薬
研
堀
の
郵

便
報
知
新
聞
社
だ
っ
た
が
、
大
阪
心
斎
橋
道
修
町
の
支
局
を
通
し
て
関
西
方
面
で
も
販
売
さ
れ
た
。

こ
の
雑
誌
は
創
刊
号
の
「
題
言
」
に
よ
れ
ば
、「
社
友
中
の
詩
歌
文
談
、
凡
ソ
学
問
文
芸
ニ
関
係
ス
ル
古
今
中
外
一
切
ノ
談
論
」
を

集
め
、「
社
友
ヲ
シ
テ
学
問
文
芸
ヲ
上
進
セ
シ
メ
言
語
文
章
ヲ
修
メ
善
ク
セ
シ
メ
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
半
紙
二
つ
折
り
、

八
葉
一
六
頁
前
後
の
冊
子
で
、
発
行
は
月
一
、
二
回
ま
た
は
隔
月
と
不
定
期
だ
っ
た
が
、
四
六
号
（
明
治
一
四
年
二
月
一
〇
日
）
か
ら

用
紙
を
西
洋
紙
に
変
え
、
頁
数
も
二
二
頁
に
ふ
や
し
、
発
行
も
月
二
回
に
な
っ
た
。
毎
月
一
、
二
回
社
友
が
会
合
し
て
朗
読
や
演
説
を

行
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
原
稿
と
交
友
か
ら
集
め
た
文
章
や
詩
歌
の
原
稿
を
一
緒
に
し
た
も
の
で
、
見
た
目
に
は
小
型
だ
が
、
内
容

は
歴
史
、
伝
記
、
学
術
、
政
治
、
宗
教
、
哲
学
、
詩
歌
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
一
種
の
文
化
雑
誌
で
あ
る
。

雑
誌
の
題
名
に
文
学
の
文
字
が
使
わ
れ
た
の
は
日
本
で
は
こ
れ
が
最
初
だ
が
、
当
時
の
「
文
学
」
と
い
う
語
の
意
味
は
現
在
使
わ
れ

て
い
る
意
味
と
大
分
違
っ
て
お
り
、
こ
の
雑
誌
の
内
容
を
み
る
と
そ
の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。
蛯
原
八
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
文
学
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（literature

）
と
い
う
言
葉
が
現
在
の
意
味
で
使
わ
れ
だ
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
明
治
四
年
に
ド
イ
ツ
人
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
著
井
上
哲
次

郎
訳
の
『
英
華
辞
典
』
が
出
て
か
ら
で
、
こ
の
辞
典
で
は
じ
め
てliteratu
re

が
文
学
、n

ov
el

が
小
説
と
訳
さ
れ
た
の
だ
と
い
う

（『
明
治
文
学
雑
記
』
ゆ
ま
に
書
房
　
平
成
六
年
一
〇
月
）。

た
だ
し
、
そ
の
と
き
か
ら
現
在
の
意
味
で
使
わ
れ
だ
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
明
治
一
〇
年
以
前
は
文
学
と
は
学
問

サ
イ
エ
ン
ス
の
こ

と
で
あ
り
、
小
説
と
は
小
論
、
巷
説
の
類
を
さ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
明
六
雑
誌
』
が
実
学
的
で
、
啓
蒙
家
に
よ
る
解
説
色
が
濃
か
っ
た
の
に
較
べ
る
と
、
こ
の
雑
誌
は
主
宰
者
敬
宇
の
人
柄
も
あ
っ
て
、

文
芸
的
、
趣
味
的
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
。

お
も
な
執
筆
者
は
中
村
敬
宇
、
中
島
雄
、
安
藤
勝
任
、
信
夫
怒
軒
、
井
上
哲
次
郎
ら
だ
が
、
津
田
仙
、
西
村
茂
樹
、
栗
本
鋤
雲
、
副

島
種
臣
な
ど
の
名
前
も
散
見
さ
れ
る
。
各
号
の
表
紙
の
見
返
し
に
は
、
西
洋
の
諺
や
賢
者
の
箴
言
に
対
訳
を
つ
け
た
句
が
掲
げ
ら
れ
、

no
sw
eat
no
sw
eet.

汗
ヲ
出
サ
ヽ
レ
バ
、
甘
キ
モ
ノ
ヲ
得
ズ

B
etter

go
to
bed
supperless

than
rise
in
debt.

借
債
ヲ
生
ゼ
シ
ヨ
リ
ハ
、
寧
晩
食
ヲ
喫
セ
ズ
シ
テ
、
睡
ニ
就
ク
ベ
シ

P
overty

shall
com
e
upon

the
idller,as

one
that

travelleth,and
w
ant
as
an
arm
ed
m
an.

貧
乏
ノ
至
ル
ハ
旅
客
ヨ
リ
モ
速
カ
ニ
武
士
ヨ
リ
モ
迅
シ

右
所
羅
門
（
ソ
ロ
モ
ン
）
ノ
箴
言
ニ
出
ヅ

と
い
う
よ
う
に
、
西
洋
の
箴
言
に
よ
っ
て
、
清
新
な
理
想
を
読
者
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
処
世
の
術
も
教
え
て
い
る
。
ま
た
シ
ェ
イ
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ク
ス
ピ
ア
や
ミ
ル
ト
ン
の
詩
の
翻
訳
（
吾
妻
兵
治
、
明
治
一
二
年
八
月
）、
ト
マ
ス
・
グ
レ
イ
の
詩
の
訳
（
末
松
謙
澄
に
よ
る
グ
レ
イ

の
「
田
舎
の
墓
地
に
て
詠
め
る
挽
歌
」
の
漢
訳
「

上
感
懐
」
明
治
一
四
年
一
二
月
）、
リ
フ
レ
イ
ン
形
式
を
用
い
た
井
上
哲
次
郎
の

漢
詩
（
明
治
一
四
年
五
月
）
な
ど
の
ほ
か
、
言
文
一
致
論
（
和
田
文
遺
「
書
語
口
語
同
ジ
キ
ヲ
欲
ス
ル
ノ
説
」
明
治
九
年
一
二
月
）
や

キ
リ
ス
ト
教
弁
護
論
（
東
条
世
三
「
教
授
論
」
明
治
一
一
年
五
月
）
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
創
刊
さ
れ
た
明
治
九
年
か
ら
一
〇
年
代
の
半

ば
ま
で
こ
の
雑
誌
が
西
洋
の
知
識
を
民
衆
に
与
え
た
功
績
は
小
さ
く
な
か
っ
た
が
、
明
治
一
六
年
五
月
の
九
二
号
を
最
後
に
廃
刊
さ
れ

て
い
る
。
同
人
社
の
衰
退
に
伴
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

３

敬
宇
は
そ
の
名
前
の
と
お
り
正
直
な
人
で
、
人
と
争
っ
た
こ
と
が
な
く
、
人
々
か
ら
江
戸
川
の
聖
人
と
呼
ば
れ
た
。
彼
は
寡
欲
で
金

銭
に
淡
白
で
、
そ
の
点
理
財
に
た
け
た
功
利
主
義
者
の
福
沢
と
は
対
照
的
で
、
同
人
社
が
長
続
き
し
な
か
っ
た
の
も
金
銭
に
無
頓
着
な

彼
の
性
格
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

福
沢
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
明
治
開
化
期
の
啓
蒙
家
の
多
く
が
物
質
面
を
重
視
し
た
の
に
対
し
て
、
敬
宇
は
西
洋
文
化
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
吝
か
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
貫
し
て
精
神
的
、
道
徳
的
側
面
を
重
視
し
た
人
で
、
そ
の
点
明
六
社
同
人
の
中
で
は
異
色
の

存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
彼
は
ま
た
自
身
が
設
立
し
た
同
人
社
で
も
女
子
に
門
戸
を
開
放
し
（
同
人
社
を
設
立
し
た
翌
年
の
明
治
一

二
年
に
分
校
と
し
て
「
同
人
社
女
学
校
」
を
開
設
し
た
）、
東
京
女
子
師
範
学
校
の
設
立
に
当
っ
て
も
請
わ
れ
て
五
年
間
教
鞭
を
と
る

な
ど
、
女
子
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
日
本
の
教
育
史
に
特
筆
さ
れ
る
べ
き
業
績
を
残
し
た
。
明
治
女
学
校
の
経
営
者
で
、『
女
学
雑
誌
』
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の
主
宰
者
と
し
て
明
治
女
性
の
啓
蒙
に
貢
献
し
た
巌
本
善
治
も
青
年
時
代
に
兵
庫
か
ら
上
京
し
て
敬
宇
の
同
人
社
で
学
ん
だ
の
で
あ

る
。彼

は
ま
た
、
明
治
九
年
に
岸
田
吟
香
、
津
田
仙
、
吉
川
正
雄
ら
と
訓
盲
院
を
設
立
し
て
盲
人
教
育
に
取
組
ん
だ
。
こ
れ
が
の
ち
の
東

京
盲
学
校
と
東
京
聾
�
学
校
の
基
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
事
業
も
営
利
売
名
と
は
無
関
係
に
、
純
粋
に
盲
人
へ
の
同
情
か
ら
始
め
ら
れ

た
こ
と
は
、
岸
田
吟
香
が
『
東
京
日
日
新
聞
』（
明
治
八
年
八
月
八
日
）
に
書
い
た
つ
ぎ
の
一
文
を
見
れ
ば
わ
か
る
。

「
今
年
五
月
の
頃
よ
り
始
め
て
中
村
正
直
、
吉
川
正
雄
、
津
田
仙
お
よ
び
こ
の
岸
田
吟
香
、
外
国
人
に
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ソ
ル
・
ボ
ル

シ
ャ
ル
ド
、
ド
ク
ト
ル
・
ホ
ー
ル
ド
、
ミ
ス
ト
ル
・
バ
ル
ソ
ン
の
諸
氏
が
決
し
て
少
し
も
自
分
の
利
欲
の
為
で
な
く
、
真
に
慈
善
の
志

を
以
て
、
毎
月
数
次
の
会
議
を
成
し
て
、
盲
人
に
文
字
を
読
ま
せ
仕
事
を
教
ゆ
る
所
を
取
り
立
て
ん
と
集
議
を
尽
し
た
る
に
、
漸
や
く

そ
の
教
育
の
仕
方
と
永
続
の
目
的
も
立
て
、
凸
字
の
書
物
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
へ
注
文
し
、
猶
ま
た
日
本
に
て
も
板
行
す
る
工
夫
も
調

ひ
た
れ
ば
、
然
る
べ
き
地
所
を
貰
ひ
受
け
て
訓
盲
所
を
取
り
立
て
ん
と
、
此
ご
ろ
東
京
府
へ
願
ひ
出
た
り
。
素
よ
り
山
師
ど
も
の
す
る

事
と
違
ひ
、
更
に
一
点
の
私
慾
を
も
挾
ま
ぬ
願
ひ
な
れ
ば
、
必
ら
ず
遠
か
ら
ず
し
て
許
可
あ
る
べ
し
。
嗚
呼
我
が
兄
弟
中
の
尤
も
憐
む

べ
き
哀
し
む
べ
き
盲
人
等
の
心
目
を
し
て
此
文
明
聖
代
の
光
輝
を
見
る
こ
と
を
得
せ
し
む
る
も
亦
近
き
に
在
ん
と
す
。
有
難
き
こ
と
な

ら
ず
や
」

こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
福
祉
事
業
の
嚆
矢
に
な
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、「
目
あ
き
さ
え
字
が
読
め
な
い
者
が
多
い
の

に
、
そ
の
教
育
を
な
お
ざ
り
に
し
て
、
盲
人
を
教
育
す
る
と
い
う
の
は
緩
急
を
誤
っ
て
い
る
」
と
非
難
す
る
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
し
、

役
所
の
側
に
も
積
極
的
な
協
力
姿
勢
が
な
か
っ
た
た
め
に
実
現
は
大
分
難
渋
し
た
が
、「
此
訓
盲
院
は
盲
人
を
し
て
其
善
徳
才
智
を
発

達
せ
し
め
及
び
之
れ
に
工
芸
技
術
を
授
け
自
営
自
立
の
人
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
冀
望
し
吾
輩
会
友
の
共
立
せ
ん
と
す
る
所
な
り
」
と
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「
訓
盲
院
設
立
の
目
的
」
に
あ
る
よ
う
に
、
障
害
者
の
不
幸
を
憐
み
、
そ
の
障
害
に
代
え
て
彼
ら
の
精
神
の
健
全
と
自
立
を
図
ろ
う
と

す
る
真
の
慈
愛
か
ら
出
た
も
の
で
、
有
志
一
同
は
世
間
の
批
判
に
め
げ
ず
、
誠
心
誠
意
事
に
当
り
、
日
本
の
盲
人
・
聾
�
者
教
育
の
基

礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

敬
宇
は
生
来
壮
健
な
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
二
四
年
六
月
に
急
に
発
病
し
、
同
月
七
日
に
六
〇
歳
で
没
し
た
。
葬
儀
は
自
宅
で

神
式
で
行
わ
れ
、
谷
中
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
葬
儀
に
は
各
省
の
諸
大
臣
、
貴
衆
両
院
議
員
、
外
国
公
使
の
ほ
か
一
般
会
葬
者
も
二
千

人
以
上
列
席
し
た
。

馬
車
、
人
力
車
で
通
路
も
塞
が
る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
そ
の
中
を
盲
人
団
体
東
向
会
の
会
員
七
、
八
〇
名
が
頭
を
た
れ
て
柩
に
し
た
が

う
姿
が
参
列
者
の
涙
を
誘
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
敬
宇
の
葬
儀
に
は
そ
れ
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
光
景
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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